
年 月 日

年 月

【記載例】

※行が不足する場合は、適宜、行を増やして競い願います。

仕込みタンク ５００ kg ５０本

熟成庫 約　２０ ｔ ３室

大豆粉砕機 （チョッパー） ２，０００ kg/時 １台

混合・攪拌機 （ミキサー） ５０ kg/回 １台

製麹室 約　　１，０００ kg ２室

蒸煮缶 （ＮＫ缶） ２，０００ kg/回 １台

洗米機 １，０００ kg/時 １台

米蒸し機 ５００ kg/回 １台

㎡ 300 ㎡

４　機械設備状況

種　　　　　　　　類 型式、大きさ、能力 台　　　　　数

３　土地建物

敷　　地 事務所 工　　場 倉　　庫

1,500 ㎡ 50 ㎡ 1,000

のとおり報告します。

（申請者） （法人にあっては名称及び代表者の氏名）

住所 〇〇県〇〇市〇丁目１番１号

氏名 農林水産株式会社　　代表取締役　〇〇　〇〇

　(2)　従業員 10 人 （ うち加工（製造）従事者 5 人 ）

記

１　工場所在地

〇〇県〇〇市〇丁目１番１号

２　従業員数

　(1)　役 　員 3 人

様式４－６

令和 X X X

工場等設備状況報告書

令和 X X X 日現在における工場の所在地、設備状況及び加工能力等について下記

「工場等設備状況報告書」を作成

した年月日を記入する。

申請する製品を製造する工場の

所在地及び名称を記入する。

申請者住所と工場の住所が同一の場合も記入する。

また、複数の工場が所在する場合は別様に作成する。

（米穀を原料として使用する工場のみで良い。）

「工場等設備状況報告書」を

申請する年月日を記入する。

申請者の住所・氏名を記入する。

（法人は、会社の名称、代表者氏名を記入する。）

祖ら

申請時に工場に配置されている

役員数を記入する。

申請時に工場で働いている

従業員数を記入する。

工場で働いている従業員のうち、製造に

従事している従業員数を記入する。

申請する工場の敷地・事務所・

工場・倉庫の面積を記入する。

（該当なしの場合は「－」とする。）

申請する製品を製造するために必

要な機械設備及び工場設備につい

て、設備等の名称、能力（容量）及び

所有台（本）数を記入する。

麹を造る機械設備

洗米機、米蒸し機、麹室、自動製麹機 等

主原料（大豆）の加工機械設備

洗浄機、蒸し機、粉砕機 等

原料を混合するための機械設備

混合機、攪拌機、三点計量機 等

製品を貯蔵するための設備

仕込みタンク（桶）、温醸庫 等

（収容量）



100%

　　（注）　月別については，事業年度を記載の上，年間計に対する月別比率を記載すること。

5 5 8 12 10

◇ 計

原 料 米 使 用 量 8 12 12 12 8 8

甘酒 500　ℓ

②　月別加工計画（概算）

年 月 R○.○

合わせみそ 120　ﾄﾝ 国産加工用米 35　ﾄﾝ

米麹 1　ﾄﾝ 国産米 15　ﾄﾝ

製品名 製品出来高 原料名 原料使用量

米みそ 100　ﾄﾝ MＡうるち米（タイ） 50　ﾄﾝ

製　　品 原　　料

12 10 100%

　(2)　今後の計画

① 年間加工計画 （ 令和 ○ 年 ○

8 8 5 5 8原 料 米 使 用 量 8 12 12 12

月　～　令和 ○ 年 ◇

②　月別製造割合

年 月 R○.1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 計

月 ）

米麹 2　ﾄﾝ 国産米 20　ﾄﾝ

甘酒 200　ℓ

米みそ 80　ﾄﾝ MＡうるち米（アメリカ） 60　ﾄﾝ

合わせみそ 150　ﾄﾝ 国産加工用米 40　ﾄﾝ

製　　品 原　　料

製品名 製品出来高 原料名 原料使用量

1 月　～　令和 ○ 年 12 月 ）

５　加工能力

　(1)　直近１年間の実績

① 年間実績 （ 令和 ○ 年

工場における直近１年間の米穀を原料として使用した製造期間を記入する。

なお、製造期間は工場で整理がしやすい期間で良い。

米穀を原料として製造された製品名及び

製造量を記入する。

１年間に使用した米穀の

種類及び数量を記入する。
直近１年間に米穀を原料として使用した

使用月及び月別の使用割合を記入する。

今後１年間に米穀を原料として使用する

使用月及び月別の使用割合を記入する。

米穀を原料として製造する予定の製品名

及び製造量を記入する。

１年間に使用する予定の米穀の

種類及び数量を記入する。

米穀を原料として使用する計画を事業年度で整理して記載願います。
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